
３月議会に提出された議案の審査結果と各会派の態度３月議会に提出された議案の審査結果と各会派の態度

市長提出議案、議員提出議案、請願の主な項目 日　本
共産党

民　主
社　民
ネット

まちだ
新世紀

公明党 自民党 表決

後期高齢者医療に関する条例 × × ○ ○ ○
『食の安全』と食料自給率向上を求める意見書 ◎ ○ ○ ○ ○

沖縄の米海兵隊員による女子中学生暴行事件に抗議し
再発防止を求める意見書 ◎ ○ △ ○ ○

労働者派遣法の改正を求める意見書 ◎ ○ △ ○ ○
新銀行東京への追加出資等に反対する意見書 ◎ ◎

２００８年度一般会計予算・日本共産党修正案

２００８年度一般会計予算・原案

◎＝提出・賛成、○＝賛成、△＝一部賛成、×＝反対

可決

可決

可決

可決

可決

道路特定財源を一般財源化し暫定税率の廃止を求める意見書 ◎ ○ × × × 否決

海上自衛隊イージス艦と漁船追突事故の真相究明と
再発防止を求める意見書 ◎ ○ × × × 否決

後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める請願 ○ ○ × × × 不採択

◎ ×

× ○

×

○

×

○

×

○
否決

可決

無記名投票のため、いず
れかの会派の４名が賛成

と
の
む
ら
健
一

市
民
の
痛
み
や
願
い
に
心
寄
せ
た

信
頼
さ
れ
る
市
政
に
転
換
を

 

市　

長　

「
市
民
の
生
活
向
上
」

 

市　

長　

と
い
い
な
が
ら
新
庁
舎
建
設
推
進

　

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
中
止
を
市
長

か
ら
国
に
要
求
す
べ

き
と
の
質
問
に
、
岩

崎
副
市
長
は
、
「
実
施
に
向
け
広
報
に
務
め

て
い
る
」
と
答
弁
。
米
兵
事
件
、
イ
ー
ジ
ス

艦
事
故
に
抗
議
を
と
の
質
問
に
は
、
「
非
常

に
怒
り
を
感
じ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
市
長

は
、
市
民
の
生
活
向
上
が
市
の
役
目
と
い
い

な
が
ら
、
新
庁
舎
建
設
は
計
画
通
り
進
め
る

考
え
を
示
し
ま
し
た
。
学
校
の
机
・
椅
子
の

早
期
交
換
を
と
の
質
問
に
、
教
育
部
長
は
「
２

０
１
０
年
に
完
成
さ
せ
た
い
」
と
答
弁
。
市

長
の
事
件
の
手
帳
改
ざ
ん
の
責
任
を
問
う
質

問
に
は
、
ま
と
も
な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

小学校の教室の机と椅子

た
か
し
ま
均

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
市
独
自
の
対
応
を

 

部
長　
「
市
独
自
の
減
免
制
度
は
考
え
て
い
な
い
」

　

た
か
し
ま
均
市
議

は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
独
自
の

減
免
制
度
で
は
浦
安

市
が
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
等
に
１
万
円
の
給

付
を
実
施
し
ま
す
。
「
町
田
市
独
自
の
対
応

を
」
と
求
め
ま
し
た
が
、
「
市
独
自
の
減
免
制

度
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答
弁
。
健
康
診
査

も
「
多
摩
26
市
で
負
担
金
を
取
る
の
は
町
田

と
あ
と
１
市
し
か
な
い
」
と
無
料
化
を
求
め

ま
し
た
が
、
「
有
料
は
必
要
」
と
、
高
齢
者

に
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
鶴
川

５
丁
目
団
地
の
一
部
建
て
替
え
問
題
で
市
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
が
、「
Ｕ
Ｒ
（
旧
公
団
）

の
判
断
を
尊
重
」
と
副
市
長
が
答
弁
し
、
建

て
替
え
賛
成
の
答
弁
に
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

旧公団・鶴川５丁目団地

佐
々
木
と
も
子

な
ぜ
健
診
を
有
料
化
す
る
の
か

 

市
長　

「
予
防
を
意
識
づ
け
る
た
め
」

　

佐
々
木
と
も
子
市

議
は
、
長
年
無
料
で

実
施
さ
れ
て
き
た
健

康
診
査
を
、
新
年
度

か
ら
全
て
の
年
代
で

５
０
０
円
の
有
料
化
に
す
る
こ
と
は
、
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
自
治
体
の
役
目
を
放
棄

す
る
も
の
、
無
料
に
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

石
阪
市
長
は
、
「
費
用
負
担
は
、
意
識
づ
け

の
た
め
に
大
事
だ
」
と
答
弁
。
学
校
給
食
の

安
全
性
を
問
う
質
問
に
は
、
「
小
中
学
校
と

も
、
都
・
市
の
栄
養
士
が
献
立
を
作
り
国
産

品
で
手
作
り
を
心
が
け
て
い
る
」
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
資
格
取
得
講
習
補
助
金
制
度
は
、

「
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
各
担
当

部
長
が
答
え
ま
し
た
。

国産野菜使用の中学校給食（注文式）

佐
藤
よ
う
子

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
計
画
と

図
書
室
の
時
間
延
長
を

 

部
長　

「
図
書
室
は
５
時
ま
で
開
き
ま
す
」

　

佐
藤
洋
子
市
議
は
、

小
山
地
域
に
公
共
施

設
増
設
や
老
朽
化
し

て
い
る
忠
生
市
民
セ

ン
タ
ー
の
建
替
え
計

画
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。
担
当
部
長
は
、

今
後
検
討
に
入
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
の
図

書
室
は
５
時
ま
で
時
間
延
長
す
る
と
答
弁
。

地
域
セ
ン
タ
ー
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
設
置
を

と
い
う
問
い
に
は
順
次
設
置
し
て
い
く
と
答

え
ま
し
た
。
市
民
の
命
を
守
る
市
民
病
院
と

し
て
、
周
産
期
医
療
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

東
京
都
に
財
政
支
援
を
求
め
る
べ
き
と
質
問
。

事
務
長
は
、
「
都
知
事
に
要
請
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

建て替えが待たれる忠生市民センター

細
野
り
ゅ
う
子

重
度
障
が
い
者
通
所
施
設
拡
大
を

 

部
長　
「
生
活
介
護
に
移
行
す
る
施
設
で
可
能
」

　

医
療
的
ケ
ア
の
必

要
な
重
度
障
害
者
の

通
所
施
設
へ
の
看
護
、

介
護
の
人
手
を
保
障

す
る
た
め
の
支
援
を

も
と
め
た
質
問
に
、
担
当
部
長
は
、
「
補
助

金
で
対
応
、
中
期
計
画
で
対
応
」
と
答
え
ま

し
た
。
都
か
ら
の
保
健
所
移
管
に
つ
い
て
、

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
削
減
に
な
る
な
ら
「
移
行

あ
り
き
」
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
質
問
。

市
長
は
「
町
田
市
の
負
担
が
あ
る
か
ら
や
め

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
移
行

す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
南
町
田
―
町
田

間
の
路
線
バ
ス
運
行
の
早
期
運
行
と
、
金
森

１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
当
初
運
行
ル

ー
ト
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

中町にある町田保健所

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
撤
回
、
周
産
期
医
療
の
充
実
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
新
設
な
ど
市
民
の
立
場
で
論
戦

3月市議会　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
新
庁
舎
建
設
関
連
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
た
08
年
度
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
否
決
と
な
り
、
市
長
原
案
が
日
本

共
産
党
以
外
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
民
主
社
民
ネ
ッ
ト
が
共

同
提
出
し
た
「
新
銀
行
東
京
へ
の
追
加
出
資
等
に
反
対
す
る
意
見
書
」
は
、
17
対
16

の
賛
成
多
数
で
可
決
。
日
本
共
産
党
が
独
自
に
提
出
し
た
「
食
の
安
全
と
食
料
自
給

率
向
上
を
求
め
る
意
見
書
」(

全
会
一
致)

や
「
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見

書
」（
多
数
）
な
ど
３
件
も
可
決
さ
れ
、
町
田
市
議
会
と
し
て
国
や
東
京
都
に
対
し
て

意
見
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
０８

年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
主
な
内
容
は
、
新
庁
舎
建
設

優
先
の
予
算
を
、
市
民
の
暮
ら

し
福
祉
、
教
育
優
先
の
予
算
に

切
り
替
え
た
こ
と
で
す
。

　

削
減
し
た
の
は
、
新
庁
舎
建

設
実
施
設
計
や
小
田
急
多
摩
線

延
伸
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
建
設
の
検
討
な
ど
大
型
公
共

事
業
の
予
算
で
す
。
ま
た
、
民

間
企
業
の
経
営
理
論
を
持
ち
込

む
行
政
経
営
改
革
推
進
費
の
予

算
も
削
減
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
の
願
い
に
応
え

増
額
し
た
の
は
、
小
中
学
校
の

机
・
椅
子
、
冷
水
器
の
設
置
や

就
学
援
助
の
対
象
を
拡
大
す
る

予
算
で
す
。
ま
た
、
有
料
に
な

る
健
康
診
査
は
無
料
に
し
、
高

す
ぎ
る
ご
み
袋
代
は
半
額
に
値

下
げ
し
ま
す
。
ご
み
収
集
の
民

間
委
託
は
や
め
、
若
い
職
員
の

雇
用
を
確
保
す
る
予
算
に
切
り

替
え
ま
し
た
。

　

修
正
案
は
、
ま
ち
だ
新
世
紀
、

自
民
、公
明
、民
主
社
民
ネ
ッ
ト

の
反
対
で
否
決
さ
れ
、
市
長
提

案
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新庁舎の予算削り、ごみ袋値下げ、健診無料に
日本共産党の修正案の内容は

歳入予算 家庭ごみ袋代・半額値
下げ 450,000

（千円）

歳
出
予
算

削
減
予
算

本庁舎建設実施設計委
託料 △162,081

庁舎建設推進支援業務
委託料 △31,290

その他庁舎関連予算 △17,400
行政経営改革関連予算 △55,805
民間委託関連予算 △452,682

小田急多摩線延伸など
の予算 △5,590

増
額
予
算

生活資金貸付金 500
小中学校の机・椅子 150,000
小中学校の就学援助費 19,000
小中学校の冷水器 58,000
一般成人健診委託料 3,826
職員の人件費 402,948

国際版画美術館作品購
入費 5,000

日本共産
党が

積極提案
日本共産

党が

積極提案
日本共産

党が

積極提案
「新庁舎よりも市民生活優先に」「新庁舎よりも市民生活優先に」「新庁舎よりも市民生活優先に」一般会計予算の修正案 まちだ新世紀、自民、公明、

民主社民ネットの反対で否決に

「食の安全と食料自給率向上を求める意見書」(全会一致)「沖縄の米海兵隊員による女子中学生暴
行事件に抗議し、再発防止を求める意見書」（多数）「労働者派遣法の改正を求める意見書」（多数）

「新銀行東京への追加出資等に反対する意見書」（民主社民ネットと共同提出、多数）
可決！

日 本 共 産 党 町 田 市 議 団 ニ ュ ー ス2008年５月 （2）（3）


